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‘朝鮮半島の文化’展示について：ある人類学徒の観点

全京秀（ソウル大学校）

1．序

 博物館の展示というのは、一種の文化表象化の問題であると考えられる。当代に、

どのような考えを持った人々が、どのような対象をいかに表現するかという過程と結

果が博物館という制度の中で現れる。大阪にある国立民族学博物館が‘朝鮮半島の文

化’に関する展示を行うことは、基本的には、日本で行われてきた民族学という学問

の視覚を基礎としている。換言すれば、日本の民族学という観点から朝鮮半島の文化

を如何に眺望しているかを理解できる機会を今度の展示が提供している。

 この展示は1997年に組織された“「もの」を通してみた朝鮮民俗文化”という課

題の共同研究会（研究責任者：朝倉敏夫）を基礎とし、共同研究会には日本各地の大

学と美術館の専門家の参加と協力を幅広く集めている。この課題のため、特別に韓国

の国立民俗博物館の学芸士を1年間招へいしたことも注目される。

 1983年に公開された朝鮮半島の展示室と2000年3月の同展早雪を単純比較する過

程を、上述した観点に適用してみることが、本稿の基本的な立場である。単純比較と

いうのは、視点を異にする二つの展示過程やそれに伴う研究者たちと展示専門家たち

の努力過程を含むのではなく、表面的に現れた視点が異なる展示の比較を意味してい

る。したがって、本稿は皮相的な観察とそれに準ずる分析の結果であることを正直に

認めざる得ない。

2．展示内容の交替とその意味

 博物館の展示は、専門家が資料を収集し、それらをどのような論理にそって展示す

るのかを専門家自身が選択する。つまり、人類学者が現地研究を行ない、民俗誌を作

成する過程で当面する収集と選択とほとんど類似する側面を見せている。収集の過程

と選択の結果が展示として現れた民博の朝鮮半島の展示室が、いかなる目的と指向を

持っているかという点は、展示を構成した基本的な概念の分析から読むことができる。

 1983年の展示内容は、祖父江孝男先生が述べた展示の基本原則によく反映されてい

る。 「現代の韓国の精神生活における二つの基本的な枠組となっている“民間信仰”
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嘲鮮牛島釧文化’展示（羽封苛司：邊人類學徒到親鮎

全室秀（刈音大學校）

1．序

 叫暑普到石入1叫民生・9望冴々文化表象化到護送叫エ想z：卜哲牛銀

叫．な朗司1明田重｝槽z｝暑糾ゼ入梶｝暑01（→唱τηな暑（判母川慰む苛と1斗

到斗出斗山斗7ト叫暑堅｝・面諭刈呈舎三部子週宅u｝．当身皇入トヲ回1銀

ゼ國立山点心博物館ol‘朝鮮牛島到文化’司1閉胡刈石入種｝叫ゼ環薯7｝薯

司・皇呈望薯司1刈萢認月（ヰ9民族學01叫セ叫呈到入14暑71主呈糾エ銀

亡卜．亨｝望司・唱，望遠三訂心気01 斗セ沼江州刈上翌璽｝呈潮｛｝糾暑（尋零刃1王

噛苛エ然…7ト古ド…召暑。1言論｝牛銀ゼフ団7D偲石入國刈三号qエ
銀1斗モ∋想Z｝｛｝碧司重｝・午銀1ゴト．

 01石入1セ1997遇早日誌司週“「暑≡d」｛｝暑胡薯朝鮮民俗文化”寸書

刈昇到共同研究會（研究責任者：朝倉敏夫）暑フ1左呈糾エ，号暑望子司州甚

六薯冴ス翁面｝斗・1袈矧銀セ石｛｝7匿自室｝7副司身魂尋翻1奈｛｝

苛エ銀叫．01斗刈暑♀1苛（司号望司聾…倒来手唱望舎・叫暑豊潮叫剣入ト暑1

遇そ｝金碧司・頗音王手・三重｝只｝重｝斗恕01τ｝．

 1983遇（¶｛｝号国選7肩宅三塁量｝王91冠入囹斗2000望3望州号7η宅諸

豪｝三q石入囹｛｝モ｝を司皿苛セ斗碧暑斜漏壷召叫斗§入囲旦コヌ｝苛

モ喫01薯エ暑そ急心司・セブ1暑四望唱を01τ斗．竪金司エ叫陣払｛｝入詞暑

量司苛セ早石入回週入1斗碧斗ユ朔早前沼ゼ望子ス階コ｝石入1石｛｝7階

潮と百熊毛｛｝王季｝司・セ唄010川モ斗丑唱司立呈し国一廿入困｛｝望司司セ

早石山回司玉1叫セqロ1叫．叫霊山暑ユセ到国司皇1回目｝：叫ユ叫歪司一雪

山三盆召叫畷｝舎司司入園古｝ス1鴇｛｝午叡叫．

2．展示内容q交替舛ユ意味

 叫暑豊到石入1セユ遭糊回囚嶺｝7回ス障奈唱斗牛看守ス障届書

司囚明正芒司呈司馴1記入直話rユ7回｛｝刈～ヨ創1叫諸書旭司到斗壱

暑湿1宅珠勉昇叫ス匿云云ス鼠子暑奇墾苛仁山層到豊・回吉舎ス匿

そ斗碧脅。刊銀明刈号唱司・セ牛召斗組日到斗葱叫7191♀朴選斉遇暑旦『ユ

叫．冷召潮斗碧斗翌日到召斗フト石入1呈し｝叫ヒ｝剋叫到呈く畳｝三冠入レ毬

。1司国尋号司叫ス博召暑7図エ戴セ7ト司・セ召書石入ほ子嶺｝フ偲

司皇17肩冒到甚司立呈早日平｝昇暑牛銀亡卜．
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と“儒教”の二つを大きな柱とし、それらの間に衣食住の物質文化を配列して、韓国

の文化の構造を示すようにつとめた」［祖父江孝男1984：299］。展示構成は民間信仰

（文人像とドルハルバン、シャーマニズム）、芸能（仮面劇、農樂）、食生活（生産

用具、食生活）、住生活（済州島の民家模型、文化圏、調度・家具、屏風）、衣生活

（衣装）、儒教（祭祀）に立脚している。

 基本的な観点の一つは、韓国文化の「構造」を展示という技法を通じて表そうとし

たことである。しかし、厳密な意味で構造主義に立脚した構造の概念を論ずる必要は

ない。文化解釈という立場から共時性（synchronicity）に重点を置くという程度で理

解するのが良いだろう。構造を満足させるために用いる文化項目は、民間信仰と芸能

および儒教を含む信仰の側面と、食生活、住生活、衣生活を内容とする物質文化の側

面であると指摘することができる。したがって1983年の展示室は信仰と物質文化と

いう二つの項目を基本軸として構造の概念を満足させようと努力したと要約すること

ができる。

 2000年の新「朝鮮半島の文化」展示の基本認識で提示された内容の中で、筆者が関

心を持った部分は、1）プラスチック導入を基点とする現代文化の展示という点、2）東

アジアとの比較を越え、地域比較の目的をねらっている点である。新たに構成された

13項目は“1．衣、2食、3．住、4．生産用具、5．日用雑貨、6．人生儀礼、7．風俗、8．宗教・

信仰（8－1キリスト教文化、8－2儒教文化、8－3仏教文化、8－4巫俗文化、8－5その他）、

9．芸能、10．都市文化、1L日本の植民地文化、12．海外在住の韓国人、13．その他”で

あるが、今回の展示で11と12項目は“民俗工芸”と“スポーツ文化”に代替された。

 まず、現代文化の展示という枠を設定し、企画者である朝倉先生は‘伝統’を現在

の視点から活動する文化的な力としての‘意味ある過去’と規定している。すなわち

伝統というのは創っていくという脈絡で説得力があり、このような視覚は現在の文化

を展示の中心とする基準と理論的に適合するだろう。日用雑貨、キリスト教文化、都

市文化を重要項目に設定したのがこれに該当する。地域比較のため1983年展示室の

中央にあった済州島民家を沖縄展示室の隣に移動させたのは良い試みである。このよ

うな試みは東アジアという枠の中で理解しようとする従来の韓国文化に対するイメー

ジを、東アジアから離脱した枠へ誘導することによって、視野を拡大させる必要があ

るという共感をえるには充分であると考える。

 ‘意味ある過去’として伝統に対する認識問題を展示に導入しようとした試みは、

過去の構造中心の概念からいくらか本質的な変化を試みていると理解することができ
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  1983雇釧石入1用暑｛｝租父江孝男租碧。｝萢含尋石入1到フ1薯組司司世

魁（ぎ月エ銀叫。“むス刊釧を号層くユ想暑到フ｝二二剋暑01到エ戴セ‘民間信

仰’斗‘儒教’暑寄立呈糾（月，ユ号祥。回潮剤手暑召呈糾暑日刊望哲皇呈州

を号｛｝一二構造暑し｝E｝川フ1♀1さη土百銀u｝”［租父江孝男1984：299］．ユ王

入1子碧書民間信仰（剋そ｝くユ窪｝，｛｝勉二二暑司・早上，入国目吾），藝能（7ト堪号，

告屯D，食生活（想く｝｛｝子，剤想豊），住生活（刈手王二三フト呈碧，呈糾週，蚤三，

7レ子，二号），衣生活（到な），儒教（呈甘刈入D（¶『雪之トさ｝エ戴亡ト．

  を号｛｝尋到子呈暑石入回フ三皇三三古湘刈叫モ糊エスト蝕q7偲司q

著相二三叫呈刈ス国二二銀セ凌・1構造叫セ7聰。1珠明フ囚♀助詞

望蟻｝到・回刈子呈手口1唱4穀子忌到7帽暑芒曾遭且セ叡u｝．暑

糾下司01ヨ｝セ望そ｝dレH共時性（synchronicity）朔誉召暑早エ戴叫セ碧呈

呈・二二セ裂・｝叫君礪｝引。に｝．r怪暑マ｝否入図フ1斜胡弓エ暑登｝｛｝

糾二号皇呈刈セ剋そ｝くユ二二剣二二♀皿暑王重｝尋セくユ（乏回斉唱：叫剤想

暑二手想暑二二嘆｝畠用暑回忌三二三一呈糾到斉屯・1叫エス囚重｝牛

銀u｝．叫叫刈1983三二石入1翌｛｝信仰斗物質文化ヨ｝セ早譜昇｛｝フ1言立臣

子碧司セ〒三二7帽暑魁尋入1ヲ1司エ｝L弓蝕銀叫エ豆舛毬回気u｝．

 2000遇91新［重｝二王｛｝糾］石入19171薯剋剤州刈刈刈宅川甚山号司刈

週ス回書二二三皇ヲ1セ早甚・含1）著己｝と二王『雪暑フ山立三訂セ現代文

二子引入1叫二相叫2）暑。ト入1叫斗到司二四唱司刈地域比較潮昇司暑刃
玉ま言ト圭… ：i交01t斗．入刊暑囲1 ・〒L碧宅 ‘‘（翌刈1フトス1 奄号｛≧ 1．91，2．ム1，3．ギ＝，4．想

杢｝一§こ〒L，5． （蓋｛｝条｝糾，6． ～≧1ノ理91｛珂1，7． ノ¶入1署舎，8． 香」五Z，杢1（け（8－1． フ1・号三丑｛｝

糾，8－2。二三｛｝糾，8－3．暑皿｛｝糾，8－4．早舎｛｝糾，8－5．ユ斜），9．司皆，10．

玉三入1｛｝：司」，11．（ヨ薯91 剤望ス1 ｛｝：雪斗，12．ぎ国忌011 ：刃・手払・モ三 重｝≡号（1ユ，13．ユ到”

号皇丁子想男銀立しト，01剋91石入回刈11斗12奄昇｛｝4z｝“望舎｛｝糾”斗

“ム王茎呈糾”呈司三冠入国銀τ干［朝倉敏夫2000］．

 里刈 二二三二到 冠三二三二暑三相司・エ，フ圃ストq朝倉敏夫組想薯

‘傳統’書観川到入レ自司二丁暑司・セ三二司 碧立呈州到‘意味銀ゼ過去’呈

丑層糾エ三下L尋石暑・戻枳｝暑司7R∋喫。1ヨ｝モ…嘩＋司レr翌号百・1銀

エ，o同を入レ4｛≧翌ス月呈急潮趣1秀忍・隅｛∋フ1｛糾。陪司皇呈司曾

苛翔宅叫．望暑智糾，フ1号丑二言，王入1二三暑手記奄昇立呈翌層妊架01

01（川 古ητま：宅τ：｝．ス1『日1五L暑 ♀1司1刈 1983唱 ：｛1入1翌91 ス刊子・玉三剋7｝暑 ．皇一ヲ1し｝

斗福囹望立呈。陪入図猪｝日梶卜剤量入匠叫エ轡4宅u｝．・団を入1

王二二○困0隅セ暑舎明囚マ｝・圃さ圏セ｛釧斜を号｛｝鯛1嗜｝・回

ス階下。囚・屠二二廿暑呈♀呈脅立呈刈入隣書重糊入二心豆フト銀叫
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る。新たな展示は、宗教と儀礼の部分を強化しながら、そのような文化項目の展示に

おいて通時性を補強する特徴を見せている。この部分で私たちはクラーク・ウィスラ

ー（Clark Wissler）の年代領域（age area）概念を博物館という脈絡から想起する必

要がある。博物館専門家として始まったウィスラーの人類学的業績が博物館展示の経

験を基にし文化の表象化過程で時間概念を具現させた点と指摘することができるなら

ば、新「朝鮮半島の文化」の展示は時間が経るにつれ、自然に蓄積され形成された時

間の問題を提議したものであると考えられる。

 過去の展示において中心であった構造の概念に歴史という点を補強しようとする試

みが新たな展示で反映されていると考えられ、新たな展示は構造史的な接近という立

場として整理することができる。このような点を支持できるもう一つの点は展示企画

者が持っている韓国文化の“多重性”という用語の再検討からも推論できるだろう。

 多重性という用語は空間的な多用さを意味することだと思われる。宗教の側面から

シャーマニズムと仏教、儒教と近来したキリスト教に至るまで韓国文化の形成と進行

に大きな影響力を与えていると思われる様々な宗教に対する展示技法は空間的な拡散

だけではなく時間的な重層性も同時に内包していることを指摘することができる。シ

ャーマニズムと関連した文化、仏教と関連した文化、そしてキリスト教文化に至るま

で、時間的に重層的な状況を設定していると指摘せざるをえない。したがって多重性

という表現よりは重層性（multi－layeredness）という表現が、時間的な累積現象を説明

するのには適合ではないかと思われる。

3．新「朝鮮半島の文化」展示に提示された問題点

 狭い面積に歴史性を含む立体的な文化展示をする作業は並大抵ではないだろう。そ

れにもかかわらず、筆者は3つの問題点を提議することで、今後発展する展示室の未

来を考えてみた。筆者が提議する問題はすでに展示企画者も悩んでいるだろう。

 第1に、既存の展示を最大限に活用という意味で、過去の展示室の中央にあった済

州島の民家を沖縄展示室の隣に移すことにより朝鮮半島の文化を見るうえで比較とい

う基準を設定する意図を表明した。その試みの意図には観覧者にとって朝鮮半島の文

化と東南アジア文化との比較を誘導する内容が含まれていることが分かる。それによ

って、比較の観点を提供することを試みるとすれば、東北アジアとシベリアとの関連

性に対しても比較する必要があったのではないだろうか。例を挙げると、済州島の民

家を南に拡張させる通路として利用することが可能であれば、シャーマニズムは北に
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セ号君司暑望フ回暑呈誹叫ユ想4妊叫．

 回・1二二斗囚’呈二七石暑叫喉｝剋剤到呈二二石入回1三唱苛エスト

穀入1三ゼ斗三二〒怪号忍到7聰明1ノ『⊆収｝薯召司？ユ遇司暑入1三司・エ

戴セ環立呈01胡弓幸銀亡卜．入刊呈｛｝冠入1ゼ暑丑斗到司早甚｛｝そ｝糾苛望

刈ユ己種｝呈糾屠号暑・91石刃。平叙σ囚暑刃相一旦智司一セ号心証旦『ユ

u｝．01早甚研囚 ♀司セ暑己｝ヨ．♀：陰己1（Clark Wissler）到 年代領域（age

area）7帽｛｝叫暑邊・1叫ゼ四学舎司レ『杢｝フ1琶望豆升座叫．叫号豊迅｛｝

7ト呈入レ斗覧｝♀1含己倒望昇叫三唱司01叫暑モ｝石入回三碧暑呈剛呈苛急

心糾正直甘糾叫三州刈入1君フH眉｛｝子三二川銀望召暑刈司雪牛叙叫

屯新［遡｝王｛｝：朝石入1セ入1そ｝・1石叫碧皇呈刈ス園ム唱州寄司月ユ憩

相宅入1そ｝到｛｝刈暑刈7庵引・｝己｝ユ碧4モ11斗．
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剋ヌ個呈号を蝕望唄010｝翌刀㍗司セ想：4呈暑亡ト．
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延長する道であると考えられる。

 第2に、今後、植民地時代の文化と海外韓国人（中国朝鮮人、中央アジア高麗人な

どの集団）の文化に関する展示を計画している展示企画者の意図に対し充分な共感を

持つ。しかし、何をどのように展示するかという問題には、大きな注意を要するだろ

う。前者は植民地主義の人類学的研究の蓄積を基礎として展開され、後者は種属性

（ethnicity）と周辺文化の性格に関する研究の蓄積によって可能であると考えられる。

しかし、研究とその結果としての展示の間には解決しなければならない問題がある。

研究結果は立派に表れても、その結果を「もの」を通じていかに展示するかという問

題であり、これに関しては極めて気になる。この問題は文化変動と文化野宮の現象を

博物館が如何に対処するかという、非常に実験的で未来指向的な問題であると思われ

る。この部分に対し、展示企画者の意見をお聞きしたい。

 第3に、展示企画者は韓国の現代文化を含もうとする意図を新たな展示の最も重要

な目標としているようである。この点において朝鮮半島に関して避けることのできな

い部分が「戦争」と「分断」である。ことに今回の展示は小・中学生を主な対象者と

して設定していることを考えると、日本社会と韓国社会の著しい違いに対する情報を

提供する意図があるならば、韓国社会の軍事文化問題を必ず言及すべきであっただろ

う。つまり、分断と統一に関する展示の内容が必要であると考えられる。それがあれ

ばこそ、“在日韓国人・朝鮮人”という複雑な用語の意味もよりやさしく伝達される

だろう。その上にまた、小・中学生にとって戦争という問題は朝鮮半島に対する認識

の範疇において非常に重要であると思われる。今後、“13．その他”の項目が、この

部分の展示のための空間に配慮されることを期待する。

4．小結

 壁に文字を使ってものを説明しようとするかわりに電子ガイドが立体的な映像を使

って解説する体制が導入された。これは新しい展示技法によって「もの」との対話を

誘導する方法として博物館の電子化を目指すことと考えられる。

 新たな展示室に対し、簡単に整理すると、既存の物質文化の部分に宗教と儀礼の部

分を強化すると同時に通時性（diachronicity）を加えることによって歴史性を与えてい

る。したがって構造的展示から構造史的展示へ変貌している展示企画者の意中を読む

ことができる。これは朝鮮半島の文化を理解するための重要な視覚の変化であると思

われる。民族学的立場からみた文化研究において排除されてきたのが歴史性であると
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曽スト暑呈司・司君王旭魁王到呈糾フト暑甘。ト入1・｝等斗円日1皿暑♀呈苛セ

川暑。1暑明戴音暑望牛戴叫．フ1讐剛司丑到三相暑四丁苛司セ入1三暑
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刈号音三二叫．01二言芒文化攣動斗文化接攣潮竜甘暑叫暑モ｝01明響剛

杢二胡用と二三・三二♀二二司01エ三二來指向的勉呈三三エ層z：卜宅1斗．

・1牛呈二二記入1コ入レ国ス回刃1司暑暑エ二七．

 襖二二入レ図ストセ重｝号到観曜｝忌門：麟｝古二巴二王暑入刊呈金石入1
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4．小結

 膚門司1呈ス階暑暑♀1糾司暑君暑翌噌司眉エ鋤d洲望。1朴叫ス1唱刈

石スト7レ。1三7ト‘召刈三巴暑（暮甘三子胡翌暑糾ゼ刈刈フ㍗呈唱司銀叫．・1唄
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度々指摘されたことを理解するならば、歴史的事実が長い間累積してきた朝鮮半島の

文化を理解するのには、歴史性の軸を重要な分析の観点として用いることは正しい観

点への変化であると思われる。共時性から通時性へ展示の概念が拡散していることは、

過去17年間の研究の蓄積を反映するものと理解される。質的に高い水準の研究が行

われた結果がある故に、展示の概念が拡張するということを証明する過程を読み取る

ことができるのが、今回展示のもう一つの収穫である。

 表象化した朝鮮半島の展示を通じて理解できる朝鮮半島の「現実」と「実際の現

実」を比較する際に、観覧者の立場から二つが連携した問題点を挙げることができる。

いわゆる‘一族二国’体制を維持している朝鮮半島の政治的現象と、それと関連した

分断と軍事化現象に関する展示がされていない構成であることだ。この問題は今後、

政治的状況の変化とは別に、2000年現在の現実を再構成するという点から補うべき点

であると考えている。

 最後に、今回の新「朝鮮半島の文化」展示が過去の展示と基本的な違いを持つ点は、

民族学的な展示だけを目指すのではなく、博物館学的な展示の内容を加えていること

である。朝鮮半島の異文化をいかに理解するかという民族学的な問題を中心としたの

が過去の展示であったとするならば、新たな展示によって朝鮮半島の異文化を「も

の」を通じていかに表象化するのかという博物館学的な観点が結合した成果を観察す

ることができる。博物館民族学（museum ethnology）が蓄積した研究結果と展示の形

態として成功に至る過程を習うことができる。
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